
第1部　自然環境と基本指標
1－1　自然環境(土地・気象)

統計表の編成と基礎資料

この分野は、名古屋市についての基礎的な指標である自然環境(土地・気象)の統計表で編成されている。
土地に関する統計表としては、市制が施行された明治22年当時から現在までの市域の変遷のほか、位置と広ぼう、河川、市街地の高低、民有地面積に関する統計表を掲載している。基礎資料は、『愛知県統計書』、『名古屋市統計書』及び『名古屋市統計年鑑』などである。なお、耕地面積は｢6-6農業・漁業｣の分野に、公園面積は｢3-3公園・緑化｣の分野に掲載されている。
なお統計グラフの項に｢１．市域の変遷｣図を掲載した。また編入地域の人口などについては、｢1-2人口｣の分野の統計表も参照されたい。
気象に関する統計表としては、気温、湿度、降水量、日照時間など主な気象要素に関する統計表のほか、天気日数、地震回数、台風に関する統計表を掲載している。基礎資料は、『愛知県統計書』、『名古屋市統計書』及び『名古屋市統計年鑑』などである。なお、自然災害のうち、明治24年の濃尾地震と昭和34年の伊勢湾台風の概要と被害状況については、｢3-1災害・事故｣の分野に掲載した。
市域の変遷

明治22年10月1日の市制施行当時には、市域面積は、名古屋城下を中心とする13．34km²であった。その後、同40年に熱田町を合併し、翌41年4月1日に東・西・中・南の4区制がしかれた。明治以降、名古屋港などの埋立地の編入は、近年まで続いている。
大正10年には、隣接16町村を編入し、市域面積は一挙に150 km²に拡大した。この時の編入町村は、愛知郡千種町、東山村、御器所村、呼続町、常磐村、小碓村、荒子村、八幡村、愛知町、中村、笠寺村及び西春日井郡枇杷島町、金城村、清水町、杉村、六郷村である。
昭和に入り、12年3月に隣接する愛知郡下之一色町、西春日井郡庄内町及び萩野村の3町村を編入したが、同年10月には新しく6区を増し、全市域をわけて千種・東・西・中村・中・昭和・熱田・中川・港・南の10区制がしかれた。昭和19年に北・栄・瑞穂の3区を増区し、13区制となったが、昭和20年11月に中・栄の両区を合区し、12区制になった。
昭和30年代は、隣接市町村の編入があいついだ。
まず、30年4月には愛知郡猪高村、天白村を、続いて10月には西春日井郡楠村、山田村、海部郡富田町、南陽町を編入した。この結果市域面積は、約250 km²に拡大した。昭和38年には、2月に守山市を編入し守山区とし、4月には愛知郡鳴海町を編入し緑区とした。更に翌39年12月には、知多郡有松町、大高町を編入し、市域面積は約324 km²とほぼ現在の市域となった。
その後、東部丘陵地帯での人口増加に対応し、昭和50年2月に千種区、昭和区を分区し、新たにそれぞれ名東区、天白区を設け、現在の16区制となった。昭和63年末現在、市域面積は、327．91 km²である。
気象観測の沿革

明治23年7月、現在の名古屋市中区武平町に愛知県名古屋測候所(海抜15．2m、北緯35度10分、東経136度55分)が設立され、大正11年までの32年間にわたり、気象観測が行われていた。
大正12年にその約5km東方の郊外にある名古屋市千種区日和町の位置(海抜51．1m、北緯35度10分、東経136度58分)、すなわち現在の名古屋地方気象台の位置に移転し、引き続き現在まで名古屋の気象観測が行われている。
なお明治元年から30年間の毎日の天気記録をまとめた『三十年間名古屋天気日表』(名古屋測候所編)によって、市制が施行された明治22年10月1日の天気をまとめてみると、｢明け方霜が薄く降り、午後2時現在、天気は晴、風は軟風(1．5～3．5m/秒)、気温は23．0度｣となる。
